
本講演会のねらい
計測標準フォーラム：2000年12月に当時の通商産業省工業技術院標準部

知的基盤課の支援の下、14の計量関係団体／機関から発足。

複雑に絡み合った社会課題と基盤技術としての計測の重要性
計測標準フォーラム関係者だけでなく
ステークホルダーとの接点・連携の場へ

• 複数の企業・機関
• パートナーシップ
• 互いの強み
• 生活者や社会の存在
• 共存共栄・持続的発展
• 経済安全保障
• 少子高齢化・事業環境の変化に対するイノベーション

主な活動：相互協力・計量トレーサビリティの普及・情報交換・調査
目的：安全・安心な国民生活の実現及び産業界の発展に寄与する



６Gに向けた期待
• 日常生活にとって欠かせないインフラ（新型インフルエンザが加速・通信

障害による影響）
• 様々なサービスとビジネスチャンス（低遅延、高速通信、多数同時接続）
• 政府・機関から施策、ロードマップやホワイトペーパーが公開
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5G, Sub6 5G, ミリ波

100 GHz超を含む高周波数帯
（サブテラヘルツ領域）

5G拡張

• 国際標準化
• 標準に対する適合性評価（認証、試験）、生活者にとっての判りや

すさ、安全・安心（セキュリティ）
• 未開拓周波数領域の計測技術

• 材料、デバイス、コンポーネントレベルの要素開発、評価技術
• 計測・評価を軸に横断的な議論を、競争以前の基盤的事象について

オールジャパンで対応を

前提となる基盤

NTT DOCOMOホワイトペーパー・5Gの高度化と6G掲載データから

計測技術が確立することで高周波帯域が
新たな「資源」として活用できる

5G

6G

（最大90 GHz）



• UTC（協定世界時）を唯一の推奨される時系であることを共有すること
• 将来、うるう秒を挿入する際の最大偏差を議論すること

2022年国際度量衡総会決議案

天文時系との差が0.9秒以上にな
らないようにうるう秒を挿入

情報通信研究機構提供

メガIT企業で行われていること
うるう秒の

Leap Smearing（分散挿入）

1秒を数時間から1日掛けて分散
して挿入する方法（企業によっ
て異なる）

例えば24時間かけて1秒を分散
する場合、1秒あたり11.6マイ
クロ秒の偏差に相当

5G、6Gにおける
サービスで想定される事象

自立走行車は、少な
くとも5 cmの位置決
め、167 ps精度が必
要（メートル条約時
間周波数諮問委員会
の調査から）

11.6マイクロ秒は
3470メートルの偏差
に相当

時系の精度が上がることで時間当たりの
情報という資源が新たに生まれる
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